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1. 緒 モー-E 

ジャガイモ葉巻病ウイノレスのモモアカアブラムシによ

る伝搬に関する報告はし、ちじるしく多し、。それらの研究

結果を総合すると，一般にアブラムシが本ウイノレスを獲

得してもただちにウイノレスを伝搬せず，虫体内である潜

伏期間を経てのち伝搬能力を有するようになり，虫体内

で生涯ウイルスを保有しているものと考えられている

(K. M. SMITlI， 1931; KASSANIS， 1952;乱1ACCARTHY，

1954; DAY， 1955;田中・佐藤， 1965;宮本・宮本， 1966; 

大鳥・玉田，1966)。しかし一方では虫体内潜伏期聞が認め

られないという報告もある (KIRKPA TRICK and Ross， 

1952; KLOSTERMEYER， 1953; WILLIAMS and Ross， 

1957)。また本ウイルスのアブラムシ体内での増殖につい

て相反する 2つの報告がある。 STEGWEEand PONSEN 

(1958)は保毒虫の体液を用いて， 15代の継代後種を行

なったアブラムシでも伝搬能力を保有していることか

ら，本ウイノレスが虫体内で増殖していると主張した。他

方iHARRISON (1958)は免疫植物上で保毒アプラムシを

飼育することによって，虫休内のウイノレス濃度が低下す

ることから，本ウイノレスは単にアブラムシの休内を通過

して植物に伝撚されると述べ，虫体内でのウイノレス増殖

を否定している。

筆者らはこのような種々の異なった研究結果を十分に

考l怠して，モモアカアブラムシによる木ウイノレスの伝j般

能力保有について，アブラムシの齢，獲得吸汁時間，免
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疫植物上での飼育，再獲得吸汁などから検討を加え実験

を行なった結果を報告する。

1I. 実験材料および方法

供試ウイ Jレスは憶病ジャガイモから分離され， 1961年

以来 Physalisfloridana RYDB 上で接種維持されてき

たものである(村山・小島， 1965)。接種源としては，つ

ねに掠経後10-14日の明らかに葉巻病の病徴を現わし

たP.floridanaを使用した。また検定値物にも P.flo仰7門.，

da引仰n胤zaを(供共試し7たこ。楠木鉢あるいは木箱中にノミーミキュ

ライトを敷きその上に P.floridanaの種子を播種し，

3-4週間で， 2-3葉に達した苗を径12cmの植木鉢に

移植して用いた。なお，検定植物の初生葉は接種後枯れ

溶ちる危険性が多分にあるので，伝搬試験に際しては，

接種前にそれらを切り落して用いた。

供試媒介昆虫は緑色系のモモアカアプラムシ (l'vfyzus

pelちicaeSULZ.)で，実験には常時無麹胎生虫を用いた。

食餌植物には本ウイノレスに対して免疫植物であるチュー

リップ，カブ，ハクサイなどを用い，温室(約25
0

C)の

昆虫飼育箱内で飼育した。伝搬試験のウイノレス源には擢

病 lマfloridanaのり]らかな病徴を現わした葉を使用し，

その他の葉は切り落した。

獲得吸汁は昆虫飼育箱内で行ない，接種には{共試虫を

毛筆で健全 P.floridanaの苗にうつし，網張小型ケー

ジ (6X10cm)をかぶせた。 アブラムシのうつしかえに

はつねに毛筆を用い， t友種後はケージを取り去り， f.共試
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虫と仔虫を取り除いた後エストックスおよび7 ラソン乳

剤 (1，000倍液)を散布した。獲得および接種期間中の実

験は約250Cの温室で行な¥"，接種後ただちに約260Cの

温室にうつして約3週間観察を続けた。

III. 実験結果

1. モモアカアブラムシの幼虫および成虫の

伝搬能力

ジャガイモ葉巻病ウイノレスに対して，免疫植物である

チューリップ上で飼育したアブラムシの生後3日目の幼

虫と生後8日目の成虫を躍病 P.floridana (接種後2週

間目)の明らかな病徴を呈した 3葉上で，おのおの 24時

間獲得吸汁させた後，毎日単独で15日間健全 P.flori-

da向はにうつしかえ，それぞれの伝搬能力について比較

検討した。 Fig.1は22頭の幼虫および24頭の成虫の獲

得吸汁後の経過日数ごとの{云JJlX率を示したものである。

lOOi 

m

w

ω

o

m

 

ミ
ロ
「
hdd勺
ヘ
ミ
い
っ
~
〈
『
hL〔
L

円¥てい同

U

K
同ハヘ

』←→ NYMfHJ
..---..... A似 TS

O 
S /0 /5 
[)AYS AFTER 

Fig. 1. Retention of inoculativity in the 

transmssion of potato leaf roll virus by 

nymphs and adults of M. persicae after 

24-hour・acquisitionfeeding. 

その結果から幼虫の{云版率は成虫よりも高く，また伝

搬能力の保有期間も長いことが認められた。幼虫のなか

には15日間ウイノレスを伝搬し続けたものもあった。 12

日目以後から成虫の伝搬が認められなかったのは，幼虫

に比べて死亡率が高かったのが一つの原因で、あろう。な

お，ウイノレス獲得後15日間の生存虫数は幼虫では22頭

中8頭，成虫では24頭9='6頭であった。幼虫と成虫と

の伝搬能力の主主は認められたが，それぞれの伝搬能力は

獲得吸汁後ある期間まで上昇し，その後じよじょに低下

していく{頃向が認められTニ。

2. 獲得吸汁時間を異にしたモモアカアブラムシの

{云搬能力

生後3日目のku!:l支を擢病 P.florid仰 a(接種後2週間

目)上で， 1，6および24時間獲得吸汁させ，毎日単独で

健全 P.florid.仰 G にうつしかえ，それぞれの伝搬能力

を比較検討した。 1および6時間の獲得吸汁虫にはそれ

ぞれ20頭ずつを用いて 15日間伝搬試験を行なった。獲

得吸汁後15日日の生存虫数は， 1時間の吸汁虫では20

頭中12頭 6時間のものでは20頭中5頭であった。な

お， 24時間のものはFig.1の幼虫の伝搬試験の結果を用

いた。それらの結果はFig.2に示すとおりである。
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Fig. 2. Retention of inoculativity in the 

transmission of potato leaf roll virus 

by the nymphs after 1-， 6-， and 24.司hour
acquisition feeding. Th巴 uppercurve 

was drawn from the nymphal transmis-

sion data as shown in Fig. 1 

6および24時間の吸汁虫は，獲得吸汁後1日目でおの

おの 10%(2/20)および 64%(14/22)の伝搬率を示した。

この結果から，アブラムシの虫体内潜伏期間の長短は獲

得吸汁時間の長短によって左右されるものではなし、かと

考えられる。長時間獲得吸汁させた虫ほど伝搬能力の保

有期間は長く，また獲得吸汁後の日数にかかわらず，つ

ねに伝搬能力が高かった。

3. 獲得吸汁後免疫植物上で飼育したモモアカアブラ

ムシの伝搬能力

保毒アブラムシを免疫縞物上で飼育したとき，本ウイ

ノレスの伝般に影響を及;ますかどうかを知る目的で実験を

行なった。生後3日目の幼虫を罷病 P.flor・idana(接種

後13日目)上で6および24時間獲得吸汁させ，その後

5日間チュ{リップ(免疫植物)上で飼育した後，それぞ
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/001 
であった。その結果はFig.3fこ示すとおりである。

獲得吸汁後アブラムシを免疫植物上で飼育したとこ

ろ，いずれの区でも伝搬率はじよじょに低下していく傾

向を示した。 6時間の獲得吸汁虫は24時間の吸汁虫に

比べ，経過日数ごとの伝搬率の低下は顕著であり，伝搬

能力の保有期間も短かかった。このことは獲得吸汁時間

によって，伝搬能力ないしその保有期聞が異なってくる

ことを示し， Fig.3はFig.2の5日目以降の伝搬型とよ

く合致するように思われる。保毒虫を免疫植物上で飼育

しても，アブラムシの伝搬率および伝搬能力の保有期間

にもほとんど影響がないものと考えられる。

4. 再獲得吸汁させたモモアカアブラムシの伝搬能力

権病 P.floridana (接種後2週間目)上で， 3および6

時間獲得吸汁させた後， 5日間単独で毎日健全 P.flori-

dana iこうつしかえ，その後ふたたび擢病 P.floridana 

上で24時間獲得吸汁させ，検定値物に 10日間同じよう

にうつしかえていった時，どのような伝搬型を示すかに

ついて実験を試みた。なお再獲得吸汁後8日目は2日間

接種を行なった。その結果はFig.4に示すとおりで，

Fig.5に経過日数と伝搬率の推移を図示した。

いずれの区とも最初の獲得吸汁後の 5日間の伝搬率に

比べ，再獲得吸汁した後の伝搬率は高まった。短時間獲

制
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Fig. 3. Retention of inoculativity in the 

transmission of potato leaf roll virus 

by M. persicae reared on an immune 

plant for 5 days after 6-and 24-hour 

acquisition feeding. 

れ24頭ずつを用いて 10日間毎日単独で健全 P.flori-

danaにうつしかえ，おのおのの伝倣能力を比較検討し

た。なお，接種後10日目の生存虫数は6時間の獲得l汲

汁虫では24頭中 10頭， 24時間のものでは24頭中8頭
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Fig. 5. Retention of inoculativity in the 

transmission of potato leaf roll virus 
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to healthy plants for 5 days， and th巴n
given recharging with the virus for 24 

hours on the 6th transfer 

得吸汁させた場合の伝搬能力は，数日後からじよじょに

低下する傾向にあったが (Fig.2参照)， 3および6時間

の獲得吸汁でも再獲得させることにより最初の吸汁後

16日目でも伝搬能力の低下が認められなかったことは，

再獲得吸汁さぜたことによってふたたび伝搬能力が上昇

したといえる。しかも両区とも再獲得吸汁後の伝搬能力

にはほとんど差が認められなくなった。

IV. 考 察

ノレスがアブラムシ体内で増殖しているとすれば，おそら

くアブラムシは一生のあいだ伝搬能力を有しているばか

りでなく，短時間吸汁した虫でも長時間吸汁したものと

同程度の伝搬能力を保有し続けることが出来るであろう

が，吸汁したウイ lレス量によって伝搬能力に差が認めら

れるとすれば，本ウイノレスは虫体内においてどのような

様式で在存しているであろうか。

獲得吸汁後アブラムシを毎日健全 P.floridana にう

つしかえ{云搬能力を調べた結果，大島・玉田 (1966)が報

告しているように，幼虫と同様に成虫も吸汁した後一定

期間伝搬能力は上昇しその後じよじょに低下する傾向

にあった。このように幼虫，成虫にかかわらず同じよう

な傾向をたどることは，必ずしも虫の老化によるもので

はないと考えられる。{云搬率がウイノレス獲得後ある期間

まで上昇するのは，虫体内でウイノレス増殖が起こった結

果であるかどうか今後検討すべき問題であろう。 pea

enation mosaic virusにおいて，すでに SIMONS(1954) 

は著者らとほぼ同様な実験結果を得ており，伝搬能力の

保有期間の長短は獲得吸汁時間の長さに関係があると述

べているが，伝搬能力がある期間まで上昇しその後じよ

じょに低下することは吸汁時間の長さに関係がないとい

う結果を示している。 EHRHARDTandSCHMVTTERER

(1965)および SYLVESTER (1966)がこのウイルス保毒虫

の伝搬能力の持続性は，獲得吸汁時間の長短よりむしろ

獲得時のアブラムシの齢によって左右されると報告し，

さらに SYLVESTER (1967)は伝搬能力の低下はアブラ

ムシの産仔数と排池量に関係があると述べている。

HARRISON (1958)はi呆毒虫を免疫植物]二で飼育する日

ジャガイモ葉巻病ウイノレスの伝搬をみるとそモアカア 数がi慢すにともなL、虫体内のウイノレス濃度が低下する

ブラムシの幼虫は成虫より伝搬率が高く，また伝搬能力 ことから虫体内i首殖を否定した。著者らは，免疫植物上

の保有期間も長い傾向にあることが認められた。獲得吸 で保毒虫を飼育することによってアブラムシの伝搬能カ

汁時聞を異にしたアブラムシの幼虫を用いた実験の結 に影響するかどうかを調べたところ，ほとんど影響はな

果，長時間獲得吸汁させたアブラムシほど伝搬率が高く く，免疫植物汁液による阻害は考えられないようである。

また伝搬能力の保有期間も長かった。これはKASSANIS sugar beet curly top virus を保毒した媒介昆虫

(1952)の結果とも一致する。これらの結果から考えてみ (Eutettix tenellus)は，数日間純物を感染させることが

ると，幼虫が成虫より媒介者として優れていることは できるけれども，その後次第に伝搬能力は低下する。と

五l紅白red-leafvirus (ANDERSON， 1951)や peaenation ころでその媒介昆虫を憶病植物上で、再獲得吸汁させたと

mosaic virus (SIMONS， 1954; NAUL T， GYRISCO and ころ伝機能力の回復が認められ，このウイルスは虫体内

ROCHOW， 1964; EHRHARDT and SCHMVTTERER， で増殖していなし、と BENNETTand W ALLANCE (1938) 

1965)におし、ても報告されているが，幼虫がおそらく躍 は結論づけている。またpeaenation mosaic virusにお

病植物上でよく吸汁し多量のウイルスを獲得するからで いても，再獲得吸汁による伝説2能力の回復が部分的に認

あろうと考えられる。また獲得吸汁時間によって伝搬能 められている (SYLVESTERand RICHARDSON， 1966)。

力に差が生ずるが，この現象は多分に吸汁したウイルス 筆者らもジャガイモ葉巻病ウイルスを用いて同様の実験

量に依存しているのであろうと推察できる。もし本ウイ を行ない，伝搬能力の上昇を認めたが，このことによっ
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て虫体内における本ウイノレスの矯殖の有無の判断を下す

ことは困難で，今後さらに詳細に検討すべきであろうと

考える。

V.摘要

1. モモアカアブラムシの幼虫(生後3日目)と成虫

(生後8日目)を羅病 P.floridana上で24時間獲得吸汁

させ伝搬能力について比較検討した結果，幼虫は成虫よ

り伝搬率が高く，また伝搬能力の保有期間も長かった。

2. 幼虫を権病 P.floridana上で 1，6および24時間

獲得吸汁させ，伝搬能力の比較をしたところ，長時間汁

吸させた虫ほど伝搬率が高く，また伝搬能力の保有期間

も長いようであった。

3. アブラムシの齢および獲得吸汁時間の長短にかか

わらず，伝搬能力はある期間まで上昇するが，その後

じよじょに低下していく傾向を示した。

4. 6および24時間獲得吸汁させたアブラムシを 5

日間免疫植物上で飼育したところ，その後の伝搬能力お

よびその保有期間などについてはほとんど影響はなし

短時間獲得の虫はその保有期間は短かく，長時間のもの

は保有期間も長いという通常みられる伝搬型を示した。

5. 3および6時間獲得吸汁させたアブラムシを5日

間うつしかえ，その後ふたたびそれらのアブラムシを

24時間獲得吸汁させ， 10日間健全 P.florid，ωza にうつ

しかえ，それぞれの伝搬率を比較検討した結果，再獲得

吸汁によって最初の獲得による伝織率の差は認められ

ず，アブラムシの伝搬能力は両区とも回復し上昇した。
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Summary 

Apterous adults and nymphs of the green peach 

aphid， Myzusρersicae (SULZ.) reared on the buds of 

tulip bulbs， immune to potato leaf roll virus， were 

allowed to feed on diseased Physalis floη;dana RYDB. 

plants for 24 hours， and then were each transferred 

to a fresh healthy P. floridana seedling each day 

for 15 days. The nymphs were always better than 

the adults in the retention of inoculativity and the 

percentag巴 ofvirus transmission 

After the nymphal aphids were on a diseased plant 

for 1， 6， or 24 hours， the aphids were singly trans-

ferred to test plants for 15 days at 24-hour inter-

vals. The retention period of inoculativity and the 

frequency of virus tra口smissionwere dependent on 

the length of the acquisition feeding periods of the 

aphids. When the aphids had a longer acquisition 

feeding， they maintained higher inoculativity for 

longer periods than those having shorter acquisition 

feeding. 

Irrespective of the form of aphid and the length 

of acquisition feeding periods， the inoculativity in 

transmission of the virus increased gradually within 

a certain period after leaving the source plant and 

then decreased. 

When aphids were given an acquisition feeding 

of 6 or 24 hours and then kept on tulip plants for 

5 days before daily transfer to healthy P. floridana 

plants， they transmitted virus as frequently during 

the subsequent 10 days as aphids transferred daily 

to healthy P. floridana plants for 5 days befor巴 daily

transfer to 10 test plants 

The inoculativity of single aphid given a short 

acquisition feeding tended gradually to decrease after 

leaving the virus source plant， when the aphids were 

fed on a diseased plant for 3 or 6 hours and then 

transferred daily to healthy plants for 5 days. How-

ever， they maintained higher inoculativity for a longer 

period when recharged with virus， viz. given a second 

acquisition feeding of 24 hours at the 6th transfer， 

after which they were again removed to test plants 

for 10 days at 24-hour intervals. 


